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鐡懇鱗 諜 灘　　　　　墾 灘　　　灘
A 1 ジ～は～です
2 ジこれ／それ／あれ
ジ所有の「の」
3 ジ　ここ／そこ／あそこ
4 〉今～時です
ジ～時にverb　起きる／寝る／働く／勉強する
ジ時制／過去
5 ジ～へ行く／来る／帰る
ジ交通手段「で」
ジ　（人）と
6 〉～をverb（他動詞）　飲む／食べる　など
ジ（場所）で「動作」
ジ誘い表現　ましょう／ませんか
7 ジ～に～を　あげる／もらう／書く
8 ジ形容詞　現在形　～は～です
ジ形容詞＋名詞
9 ジ～は～が　　わかる／好き
ジ～から，（理由）
10 〉（場所）に～が「存在」　　ある／いる
ジ～は（場所）に「存在」
11 ジ（場所）に～が（数）　　ある／いる
ジ～は（場所）に（数）　　ある／いる
12 ジ形容詞　過去形
ジ形容詞＋名詞　　過去形
ジ～は～より　　（比較）
ジ～が一番～　　（最上級）
13 〉　～は～が　　　ほしい
ジ～は～を　　verbたいです
〉～は（場所）へverbに行きます
B 14 ジて形
ジ～てください
ジ今～ています
15 ジ～ても　いいです
ジもっています／住んでいます／結婚します
16 ジ～て，～て
ジ～てから～ます
ジ～は～が　大阪は食べ物がおいしいです
ジ形容詞　くて／で
17 ジないでください
ジなければなりません
ジなくてもいいです
18 ジ～することができます
ジ～は～することです
ジ～の／するまえに，～します
19 ジ～したことがあります
ジ～したり，～したり
ジ～く／になります
ジ
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　質問項目はカリキュラムに沿って並べられており，受験者が何が理解でき，また何が理解で
きないかを口頭で調べ，レベルを判定する。
一方，筆記試験の結果，初級段階は終了していると考えられる受験者に対しては，以下のよう
な面接試験を行う。
黙読課題　　　「速読用の文化エピソード　日本語中級」（凡人社）より
　　1．乗り物の中の日本人
　　2．皿洗いと子供たち
　　3．学歴と結婚
　　4．日本人とタバコ
　　5．左利き
　上記の教材の中から話題を選び，それぞれ300字から400字（2段落から3段落）程度の読み
物を黙読させ，内容にっいて確認した後，それに関連する話題を中心に受験者に意見，考えを
述べさせるという口頭試験を行う。
（4）試験結果とクラス決定の関係
　資料1のように，筆記試験の問題は各コースの学習内容に沿って第1部から順に提示されて
いる。試験は第1部から第7部まであり，各コースの学習内容と関連付けられ出題される。
　従って，例えば第1部の正答率が50％で，第2部以降の問題に対する正答率が極端に低けれ
ば，その受験者は別科コースで行われる授業の第1部の内容にっいては，すでに学習した経験
があると考える。このように，各段階，及び，初級前半・後半，中級前半・後半の正答率を算
出することでその学生が既に学習しているであろう項目とコースでの授業内容との照らし合わ
せを図る。ただし，各受験者の学習の背景にあるいろいろな教授法，使用教材や学習期間によ
り，カリキュラムもまちまちであるため，受験者が必ずしも別科で行われるカリキュラムと同
じ提示順で学習してきたとは限らない。学習した内容がきれいに整理され，保持されている受
験者もいれば，虫食い状態で学習事項が記憶されている受験者もいる。この点は，特に初級レ
ベルにある学習者にとっては配置クラス決定後も授業内容との間で学習上の問題点となること
が多い。そこで，筆記試験だけでは測りきれない日本語能力を面接試験で補うことになる。面
接を行うことで，日本語運用力の確認をし，最終的な配置クラスを決定する。クラス決定後も
実際に学習者がクラスレベルに合っているかどうか，1週間のうちに変更，修正を行う。
IV　おわりに まとめ・今後の課題
　十文字学園女子大学留学生別科の日本語コースを例に，留学生別科としての「最終到達目標」
「コースデザイン」について述べてきたが，それをここで要約すると以下のようにまとめられ
る。
日本語運用力の到達目標とコースデザイン 75
1．最終到達目標
　大学の講義を聴き，理解し，要求される作業をこなすことができる日本語運用力を身に付け
ることが留学生別科の最終到達目標となる。これは，単に日本語の知識を習得するだけでなく，
実際に現実の場面で運用できる段階に届くことを目標とする。単に日常会話がだいたいこなせ，
コミュニケーションがうまくとれるというレベルに留まらず，卑近な話題以外にっいても，初
めてであった事柄についても自分の考えを音声や文字で表現できるというレベルにとうたっす
ることを目指すのである。また，現実の場面で，日本語に関係する困難な場面に出会ったとき
も，自分の力でそれを解決していけるだけの方策も身にっけることも目標になる。
2．コースデザイン
　上記の最終目標に到達できるよう，クラスは適正な少人数であることが望ましく，授業内容
も講義ではなく，実際に使える日本語が身につくよう，媒介語を用いず，日本語で考え日本語
で反応できる力を獲得できるような教授法で進めることが求められる。一年間で運用力がいわ
ゆる「上級」とされるところまでに到達するためには，別科入学時に少なくとも中級への準備
が終了している段階（「初中級」）であることが望まれる。本校留学生別科のクラス名で言えば，
入学時にEクラスの段階にはいり，卒業時には少なくともHクラス段階を終了していること
が望ましいといえる。
　また，適切な学習を行うためには，適切なクラスに学生を配置しなければならず，配置クラ
ス決定テストは重視されるべきテストであり，正しい配置決定がなされなければならない。
3．今後の課題
　適切なクラスに入学し，効果的な授業を行い，全員に大学生として学習できるだけの日本語
運用力を身につけさせ，次の段階に送り出すという作業が留学生別科の目標であるが，このた
めには今後，入学してくる学生のレベルのばらつき，特に下方へのレベルの偏りに対しどのよ
うに対処するか，また，受け入れ側の大学がどの程度の日本語運用力を実際に期待しているの
かを再調査すること，配置クラス決定テストが正しく機能しているか，テストの適性度を調べ
ること，さらに授業カリキュラムが上記目標達成のために最適であるのかを検討すること，留
学生別科の卒業生がその後「日本語」に関して，言語的にどのような問題を抱えているかを調
べ，留学生別科のカリキュラムにどのような改善が必要かを再考すること試験結果とクラス決
定の関係などが今後の課題として挙げられる。
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